
81 

（巻末）参考資料集 

参考資料１ 米国における内部統制の取組 ........................................................................83 

参考資料２ 英国における内部統制の取組 ........................................................................85 

参考資料３ 英国における内部統制関係資料（事務局作成） ...........................................88 

参考資料４ 英国の地方公共団体における内部統制について（石原委員報告） ..............91 

参考資料５ 最高会計検査機関国際組織における内部統制の取組 ....................................94 

参考資料６ 独立行政法人における内部統制の取組 ..........................................................97 

参考資料７ 会計検査院の内部統制に係る報告事例 ........................................................100 

参考資料８ 地方分権改革関係資料（総務省） ...............................................................102 

参考資料９ 地方行革関係資料（総務省） ......................................................................105 

参考資料 10 業務棚卸表を活用した業務の生産性向上の取組（静岡県） ......................107 

参考資料 11 横浜型行政評価システムの取組（横浜市）................................................108 

参考資料 12 民間企業における内部統制の目的・対象（事務局作成）..........................109 

参考資料 13 佐賀県庁経営の基本方針（佐賀県） ..........................................................112 

参考資料 14 佐賀県庁における仕事の進め方目次（佐賀県） ........................................114 

参考資料 15 全職員向けメールマガジン“Ki ra Ri”（佐賀県） ......................................115 

参考資料 16 信頼回復に向けた取組み方針（名古屋市） ...............................................116 

参考資料 17 名古屋市適正職務サポート制度要綱（名古屋市） ....................................120 

参考資料 18 太田市マネジメントシステムの運用（太田市） ........................................124 

参考資料 19 事務処理ミス再発防止対応方針の策定（山梨県） ....................................125 

参考資料 20 リスク分析に関する研修の実施（静岡市） ...............................................126 

参考資料 21 新公会計制度研究会における内部統制の整備・運用（浜松市）...............127 

参考資料 22 ファシリティマネジメントの推進（北海道）............................................128 

参考資料 23 ファシリティマネジメントの推進（青森県）............................................130 

参考資料 24 リスクの把握及び対応の実施（三重県） ...................................................132 

参考資料 25 リスクマネジメントの研究（福岡県市町村職員研修所政策課題研究報告）

......................................................................................................................133 

参考資料 26 リスクマネジメントの研究（おおさか市町村職員研修研究センター共同研究）

......................................................................................................................134 

参考資料 27 佐賀県庁「見える化」に関する取組について（佐賀県）..........................136 

参考資料 28 大阪市コンプライアンス推進行動計画（大阪市） ....................................144 

参考資料 29 15 分ルールの設定（佐賀県） ....................................................................152 

参考資料 30 佐賀県コンプライアンス基本方針（抜粋）（佐賀県） ...............................153 

参考資料 31 IT 監査について（イーコーポレーションドットジェーピー株式会社）...154 

参
考
資
料



82 
 

参考資料 32 最高情報統括監（CIO）募集要領（抜粋）（佐賀県） ...............................161 

参考資料 33 CIO を中心とする情報化推進体制の整備について（名古屋市） ..............162 

参考資料 34 名古屋市情報あんしん条例関係資料（名古屋市） ....................................163 

参考資料 35 情報審査委員会の概要とシステム監査実績（名古屋市）..........................165 

参考資料 36 自治体監査の状況（馬場委員報告） ..........................................................166 

参考資料 37 東京都の監査委員監査における内部統制についての取組状況について 

（伊藤委員報告） ......................................................................................175 

参考資料 38 内部統制の観点からの包括外部監査の実施（三重県） .............................183 

参考資料 39 住民基本台帳事務の適切な執行に関する包括外部監査の実施（豊島区） ..184 

参考資料 40 内部統制システムに関する基本的な考え方およびその整備状況 

（株式会社日本航空） ...............................................................................186 

参考資料 41 組織改正の概要（佐賀県）.........................................................................190 

参考資料 42 本市の内部統制の体制（名古屋市） ..........................................................192 

参考資料 43 名古屋市監察実施規程（名古屋市） ..........................................................193 

参考資料 44 大阪市における内部統制（大阪市） ..........................................................195 

参考資料 45 業務リスク・マネジメントの取組について（名古屋市）..........................196 

参考資料 46 民間企業における内部統制の整備・運用の課題（アビームコンサルティング 

株式会社） ..................................................................................................207 

 



米国における内部統制の取組 
 
＜米国及び日本における内部統制の動向＞1

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【20 世紀初頭】（内部統制概念の登場） 

 

20 世紀初頭の米国では、米西戦争の勝利によって、経済及び企業規模の拡大が生

じた。それまでの財務諸表監査は監査対象全件を調べる「精査」を実施していたが、

これにより、精査を行うことが事実上不可能となってきた。このため、各企業内の

業務の中にある不正や誤りを相互にチェックする機能（内部牽制システム）を前提

に、サンプルを抜き取って検証する「試査」が実施されるようになった。この内部

牽制システムが内部統制概念の始まりである2

1929 年の世界恐慌を受けて、1933 年に証券法、1934 年に証券取引法が成立した

ことにより、上場企業に財務諸表監査が義務付けられた。この時期の監査人は、財

務諸表が会計原則に準拠しているか否かが検証の中心となっていた

。 
 
【1930～40 年代】（財務諸表監査制度化、内部統制概念の拡大） 

3

しかし、企業の大規模化・複雑化に伴い、財務諸表の信頼性を監査するためにも、

前提となる経営管理的な側面を無視できない状況となってきた。このため、1949
年に米国公認会計士協会は特別報告書『内部統制』を公表し、内部統制の定義を「資

産の保全」、「会計記録の正確性と信頼性」、「経営能率の増進」及び「経営方針の遵

。 

                                            
1 アビームコンサルティング株式会社『内部統制の現在・過去・未来 J-SOX 対応状況調査』（平成 20 年，p2）。 
2 柿崎環著『内部統制の法的研究』（日本評論社，2005 年，p10～11）。 
3 町田祥弘著『内部統制の知識＜第２版＞』（日本経済新聞出版社，2008 年，p43）。 
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守」とし、経営管理の観点を加えている4

1970 年代に発生したウォーターゲート事件やロッキード事件等の米国企業によ

る海外での不正支払を受け、1977 年に海外不正支払防止法が制定され、証券取引法

の適用を受ける会社に対して、財務諸表の作成を合理的に保障しうる内部統制の設

定・維持が求められた。それまで、経営者による自主的な取組の問題に過ぎなかっ

た内部統制の整備・運用を法的に義務付けた点が特徴的である

。 
 
【1970 年代】（内部統制の法制化） 

5

1980 年代に発生した不正な財務報告が社会問題化したことに対処するため、米国

公認会計士協会は、米国会計学会や内部監査人協会等に働きかけ、トレッドウェイ

委員会を組織した。同委員会は、1987 年に『不正な財務報告』と題する最終報告書

を公表して役割を終えるが、この中で内部統制に関する詳細な検討や実務に利用で

きるガイドラインの必要性を述べている

。 
 
【1980 年代～1990 年代】（COSO フレームワークの登場） 

6

これを受け、同委員会は、1992 年と 1994 年に内部統制のフレームワークに関す

る報告書を公表したが、この中では内部統制の目的として「業務の有効性及び効率

性」、「財務報告の信頼性」、「関連法令遵守」の３つを、構成要素としては「統制環

境」、「リスクの評価」、「統制活動」、「情報と伝達」及び「モニタリング」の５つを

挙げている。COSOフレームワークは、監査人だけでなく、経営者やその他の企業

関係者といった多様な観点を取り入れたものとなっている

。 

7

同法による内部統制報告制度の導入によって、公開企業の最高経営層における内

部統制への関心が高まる一方で、同制度における内部統制の評価・監査に多大なコ

スト負担が生じているといわれており、改善策や新たなガイダンスが公表されたり、

一部企業に対する内部統制報告制度の適用延期措置が講じられたり、緩和策が検討

されるなど、様々な側面で制度の見直しが図られている

。 
 
【2000 年以降】（SOX 法の成立） 

エンロンやワールドコムの経営破綻を契機に、2002 年に SOX 法が成立した。こ

の法律により、経営者による内部統制の有効性の評価結果の報告と、その報告書に

対する監査人の証明を義務付けた。 

8

                                            
4 柿崎 前掲書，p12。 
5 柿崎 前掲書，p30～31。森実著『内部統制の基本問題』（白桃書房，2000 年，p128）。 
6 町田 前掲書，p51～52。 
7 森 前掲書，p133。 
8 柿崎 前掲書，p370～371。町田 前掲書，p75。 

。 
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英国における内部統制の取組 
 

 

英国の地方公共団体における内部統制の取組については、CIPFA（勅許公共財務

会計協会）と LASAAC（スコットランド地方公会計諮問委員会）が毎年改訂し発行

している『英国における地方公会計の実務規範』1に、その具体的な規定と様式が定

められている。この実務規範は、英国の会計基準審議会（Accounting Standards 

Board：ASB）がその策定を許可する勧告実務書（A Statement of Recommended 

Practice：SORP）の一つで、地方公会計という特殊領域の会計とその関連部分に

関する実務上のルールを定めている2。 

この 2008 年度版の SORP には、イングランド等の英国の地方公共団体が準拠し

なければならない財務諸表の作成に関する内部統制責任や、内部財務統制に関する

財務担当責任者（Chief Financial Officer：CFO）の責任が説明されている。例え

ば、財務諸表の作成に関する内部統制に関して、「地方公共団体は財務報告書

（Statement of Accounts）の中で、地方公共団体とその財務担当責任者の財務諸表

の作成に関する責任の声明を含めることが求められている」（7.1 節）と記述されて

いるのである。 

また、SORP の第８節では、7.1 節の規定を受ける形で、内部統制もしくは内部

財務統制の検閲報告書（Statements on reporting reviews of internal controls and 

internal financial controls）についての取り決めが説明されている。例えば、イン

グランドの地方公共団体では、2003 年会計監査規則（Accounts and Audit 

Regulations 2003）の規則 4[2]において、内部統制システムの有効性を、少なくも

年に１回は検閲し、財務諸表とともに検閲に関する報告書を公表しなければならな

いと定めている。 

 

① 地方公共団体と財務担当責任者の財務諸表作成責任（SORP,op.cit.,p.181） 

2008 年度版 SORP の付録 C では、地方公共団体が財務諸表の作成に際して有

する責任について、次の３点を説明している。 

 

● 地方公共団体は、財務問題が適切に管理されるような調整を行い、財務問題

に責任を有する上級職員（Officer）を設置しなければならない。地方公共団体

において、この上級職員のことを、財務担当責任者と呼ぶ。 

                                            
1 Code of Practice on Local Authority Accounting in the United Kingdom。以下「実務規範」という。 
2 英国の地方公会計基準の設定については、石原俊彦著『CIPFA―英国勅許公共財務会計協会―』（関西学院大

学出版会，2009 年３月）の第３章を参照。 
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● 地方公共団体は、行政経営資源が経済的に、効率的に、効果的に利用される

ように管理を行い、資産の保全を図らねばならない。 

● 地方公共団体は、財務諸表を認定（approve）しなければならない。 

 

また、2008 年度版 SORP の付録 C（同じ箇所）では、財務担当責任者（CFO）

は、「実務規範」に説明されている適切な慣行に準拠して財務諸表を作成する責任

を有することが指摘されており、財務担当責任者は、財務諸表の作成に際して、

次の事項に努めなければならないとしている。 

 

● 適切な会計方針を選択し、継続的に適用すること。 

● 合理的で慎重な判断と見積りを行うこと。 

● 地方公共団体を対象とした SORP に準拠すること。 

 

その上で、財務担当責任者はさらに、次の２点を求められている。 

 

● 適切な会計記録を維持し、その内容を最新のものとすること。 

● 不正や違法行為を予防し発見する合理的なステップを踏むこと。 

 

その上で、英国の地方公共団体では、財務担当責任者は、財務諸表に日付の記

入と署名を行うことで、会計年度の財政状況と歳入歳出の状況が適切な慣行に基

づいて「真実かつ公正な概観」（True and Fair View）を表示していることを表明

しなければならない、とされている。 

 

② 内部統制・内部財務統制の検閲報告書（SORP, op.cit., pp.145-146.） 

  2008 年度版 SORP では、地方公共団体における内部統制もしくは内部財務統

制のあり方に関する適切な慣行として、CIPFA が発行している『地方公共団体に

おける良きガバナンスの実現（ Delivering Good Governance in Local 

Government）』を紹介している。このガバナンスを通じて、財務担当責任者や地

方公共団体は、それぞれの財務諸表作成責任を円滑に果たすことになる。ガバナ

ンスの内容については、『年次ガバナンス報告書（Annual Governance 

Statement）』の作成と公表が求められている。この報告書では、下記の５つの項

目についての地方公共団体からの声明が求められており、議会や議会から権限委

譲を受けた委員会の承認と、事務総長及び議会のリーダーの書名が求められてい

る。 
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● 内部統制システムを含む健全なガバナンスのシステムが存在することを保証

する責任が地方公共団体にあること。 

● 地方公共団体のガバナンスを構成するシステムとプロセスの保証水準。 

● ガバナンスのフレームワークに関する主要な要素の簡潔な記述。 

● ガバナンスの有効性を維持し、検閲する際に適用されているプロセスについ

ての簡潔な記述。 

● 重要なガバナンス上の諸課題に対して採択される、あるいは、提案されてい

る行動についての概要。 

 

以上、英国の地方公共団体（ここではイングランドを例にとった）では、財務担

当責任者の設置が財務項目に関する内部統制の起点として位置づけられている点に

注意する必要がある。財務担当責任者には、財務諸表の作成全般について責任を持

つと同様に、予算をはじめとする行政経営資源の VFM について適切な行為（行動）

をとることも求められている。 

英国の地方公共団体では、このように VFM を意識しながら適正な財務諸表を作

成することが求められており、そのために、地方公共団体では内部統制や内部財務

統制の適切な整備と運用を行い、その結果を、年次ガバナンス報告書に説明し、事

務総長や議会のリーダー（多くが議院内閣制を採用する英国の地方議会では、この

リーダーが、我が国の市長に相当する役職者である）が署名を行い、財務諸表とと

もに住民等に公表することが求められている3。 

 

                                            
3 英国の地方公共団体の事例については、＜巻末 参考事例 45 及び 46＞を参照。 
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最高会計検査機関国際組織における内部統制の取組 
 

 

最高会計検査機関国際組織1は、政府会計検査の分野における最高会計検査機関2

相互間の意見及び経験の交換を促進することを目的として、1953 年に設立された

国際組織で、2006 年末現在で 185 カ国及び欧州連合（EU）の SAI が加盟してい

る。正規メンバーとして INTOSAI 及びその組織又は活動に参加できるのは、国際

連合又はその専門機関の全ての加盟国の SAI 及び国際的な法の下で設立され、法的

な地位と相応の経済的、技術的、組織的又は財務的な統合を付与された超国家的組

織における SAI とされている3。 

ここで SAI とは、その名称、構成及び組織にかかわらず、法律又はその他の国若

しくは超国家的組織における公式な措置に基づき、当該国又は超国家的組織におけ

る政府会計検査を司法的権限の有無にかかわらず独立して行う最上位の公的機関と

されており、通常、各国の会計検査院がこれに該当する。我が国では、会計検査院

が INTOSAI 及び最高検査機関アジア地域機構4に加盟している5。 

 

＜INTOSAI の組織図＞6 

 

                                            
1 International Organization of Supreme Audit Institutions；INTOSAI。以下「INTOSAI」という。 
2 Supreme Audit Institutions；SAI。以下「SAI」という。 
3 東信男（会計検査院事務総長官房調査課長）「INTOSAI における政府会計検査基準の体系化－国際的なコン

バージェンスの流れの中で－」『会計検査研究』第 36 号,2007 年，p172。 
4 Asian Organization of Supreme Audit Institutions；ASOSAI。 
5 東 前掲論文，p173。 
6 東 前掲論文，p173 の図。 
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① 組織と活動 

INTOSAI では、規約に基づき、最高会計検査機関国際会議7、理事会（18 名）、

事務総局、７つの地域機構及び財務管理委員会が設置されている。 

INTOSAI は、各国政府の財政管理の改善を図っていくために、戦略計画にお

いて、専門的基準、能力構築、知識共有、モデル的国際機関の４つのゴールを策

定している。また、各ゴールの下、会計基準、会計検査基準、内部統制基準、公

的債務、IT 検査（コンピューター検査）、環境検査、民営化の検査、国際機関の

会計検査といった専門分野について、委員会、小委員会、ワーキング・グループ、

タスク・フォースを設けて研究を行い、各種の基準やガイドラインを作成してい

る。このうち、ゴール１の専門的基準委員会において、『公的機関の内部統制基準

ガイドライン』8をはじめとする内部統制に関する専門的文書9が報告されている10。 

 

② 公的機関の内部統制基準ガイドライン 

『公的機関の内部統制基準ガイドライン』は、1990 年代以降、公共機関でも倫

理的な行動が強調されるようになってきたことを背景として承認され、その後、

COSO のフレームワークと連携するように、2001 年に改訂されているが、詳細

な方針や導入に当たっての手順を示したものではなく、フレームワークを示して

いる。 

『公的機関の内部統制基準ガイドライン』において、内部統制とは、以下のよ

うに定義されている。 

内部統制は、組織マネジメント層と職員により有効化され、組織の使命におい

て次の一般的な目的の達成に関して合理的な保証を提供することを意図し、リス

クに対して設計された統合的なプロセスである。 

 

● 業務の規則的（秩序的）、倫理的、経済的、効率的かつ有効な実行 

● 説明責任義務の履行 

● 関連法規の遵守 

● 損失、流用及び損害に備えての資源の保全 

                                            
7 International Congress of Supreme Audit Institutions；INCOSAI。 
8 Guidelines for Internal Control Standards for the Public Sector,1992 年 10 月承認,2004 年 10 月最終改訂。 
9 内部統制基準委員会の開発実績としては、このほか『内部統制の有効性に関する報告書ガイダンス－内部統

制の運用と評価に関する SAI の経験－』（”Guidance for Reporting on the Effectiveness of Internal Controls: 
SAI Experiences in Implementing and Evaluating Internal Controls”,1997 年 11 月承認）や『内部統制－政

府の説明責任のための基礎の提供－』（”Internal Control: Providing a Foundation for Accountability in 
Government”,2001 年 10 月承認）が挙げられる。 
10 東 前掲論文，p173～175。 
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COSO のフレームワークと比べ、INTOSAI のガイドラインは、目的のカテゴ

リーにおいて、公共機関独自の観点による相違がある。 

まず、COSO のフレームワークにおいて、「業務の有効性及び効率性」として

いる目的に、倫理的な行動を追加している。これは、公僕は公共の利害に従事し、

公共性と公共資源の適切な管理が求められるためである。 

次に、COSO のフレームワークでは、「財務報告の信頼性」の目的は、「説明責

任義務の履行」となっている。説明責任こそ、公共機関あるいはそれに所属する

人の意思決定や行動に関する責任と位置づけており、関連する財務情報のみなら

ず、非財務情報も開示することによって達成されるとしている。この非財務情報

としては、「政策実行の経済性、効率性及び有効性に関すること、すなわち業績情

報」、「内部統制とその有効性」の２つが含まれる。 

最後に、「損失、流用及び損害に備えての資源の保全」が追加されている。これ

は、公共機関が法令により国民から徴収した税金によって運営されることから、

業務の有効性と効率性の下位目的である資源の保全を目的として特出している。 

内部統制の構成要素としては、COSO のフレームワークと同様に、「統制環境」、

「リスクの評価」、「統制活動」、「情報と伝達」及び「モニタリング」となってい

る。また、役割と責任については、内部関係者と外部関係者を分けており、内部

関係者には、マネージャー層、内部監査人及び職員を含んでおり、外部関係者に

は、SAI、外部監査人、議員、監督機関及びその他の団体が含まれている。 

 

＜INTOSAI 公的機関の内部統制ガイドラインについて＞11 

 
                                            
11 事務局において作成。 
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独立行政法人における内部統制の取組 
 
 

 独立行政法人制度とは、各府省の行政活動から政策の実施部門のうち一定の業務

を分離し、これを担当する機関に独立の法人格を与えて、業務の質の向上や活性化、

効率性の向上、自律的な運営、透明性の向上を図ることを目的とする制度である。 
 その運営の基本は、中央省庁等改革基本法1

ここでは、独立行政法人の運営の基本その他の制度の基本となる共通の事項を定

める独立行政法人通則法

に掲げられているが、主として次のよ

うなものである。 
 
● ３年以上５年以下の中期目標を設定し、それに基づいた中期計画及び年度計

画を策定 
● 原則として企業会計原則を採用 
● 国は、運営費の交付その他の所要の財源措置を実施 
● 府省に置かれる評価委員会の業務実績評価に基づき、所要の改善措置を実施 
● 業務の概要、財務内容、計画、業務の実績及び業務実績評価等の公表 
 

2

このように、企業会計原則による一方で、国から財源措置された分については、

企業会計原則のほか、会計法等

をもとに、独立行政法人の会計、監査及びそれらの適正性

を確保するために求められる内部統制の考え方を紹介していきたい。 
 
① 独立行政法人の会計 

独立行政法人の会計については、通則法第 37 条に基づき、原則として企業会

計原則によるものとし、同法第 38 条第１項において、毎事業年度、貸借対照表、

損益計算書、利益の処分又は損失の処理に関する書類その他主務省令で定める書

類及びこれらの附属明細書を作成の上、主務大臣の承認を受けなければならない

こととされている。その一方で、独立行政法人の多くは、国から運営費の交付等

の財源措置に頼らざるを得ないため、制度的・組織的には国から独立しているも

のの、運営資金の使途に関して国の法的関与を全く受けないわけではない。 

3が適用されることになる4

なお、独立行政法人会計基準

。 
5

                                            
1 中央省庁等改革基本法（平成 10 年法律第 103 号）第 38 条及び第 39 条関係。 
2 独立行政法人通則法（平成 11 年法律第 103 号。以下「通則法」という。）。 
3 財政法（昭和 22 年法律第 34 号）及び会計法（昭和 22 年法律第 35 号）。 
4 新日本監査法人編『よくわかる独立行政法人会計基準』（白桃書房，2006 年，p2～3）。 

により、より厳密な形での企業会計の適用が求め

5 独立行政法人会計基準研究会「『独立行政法人会計基準』及び『独立行政法人会計基準注解』」（平成 12 年２

97

＜参考資料６＞ 



られており、さらに、独立行政法人評価委員会6

 会計基準等とともに会計監査人による監査の基準に関する議論の成果として平

成 13 年に取りまとめられた「独立行政法人に対する会計監査人の監査に係る報

告書」

から業務の実績に関する評価を受

けるため、より直接的、かつ、わかりやすいディスクロージャーが求められてい

る。 
 
② 独立行政法人の監査 

 独立行政法人の監査については、通則法第 39 条において、「財務諸表、事業報

告書（会計に関する部分に限る。）及び決算報告書について、監事の監査のほか、

会計監査人の監査を受けなければならない」と定めており、原則として会計監査

人による監査を受けることを義務付けている。 
独立行政法人に対する会計監査人の監査は、独立行政法人が作成した財務諸表

等の信頼性を担保すること、すなわち、通則法及び会計基準等に基づき作成され

た財務諸表等が、独立行政法人の財政状態、運用状況等財務運営に関する真実の

情報を正しく表示していることを担保することが目的とされている。 
 
③ 独立行政法人における内部統制の考え方 

7

一方で、監査上対象とされる内部統制については、「適正な財務諸表の作成に関

連する部分及び財務諸表等に重要な影響を与える法令に準拠していることを確保

する部分」に限定され、会計監査人は、「監査の効率化や監査リスクの判断に内部

統制を活用するだけであって、内部統制の確立、維持は会計監査人の責務ではな

い」としている。しかし、「内部統制の有効性が監査の方法や結果に重要な影響を

では、監査の前提条件として、内部統制の節を設けた上で、「独立行政法

人は、適正な財務諸表等を作成し、法規の遵守を図り、法人の資産を保全し、法

人の事業活動を効率的に遂行するため、内部統制を確立し、維持し、かつ、内部

統制が有効であるかどうかについて継続的に監視しなければならない」と記述さ

れており、COSOフレームワークにおける内部統制の４つの目的を意識したもの

と考えられる。 
また、独立行政法人における内部統制は、「独立行政法人の長が業務管理全般を

対象として構築するもの」であり、「内部統制の確立、維持自体は、独立行政法人

の長の責任において行うべきものである」としている。 

                                                                                                                                        
月。以下「会計基準等」という。)。 
6 通則法第 12 条第１項に基づき、独立行政法人の主務省に置かれる。以下「各府省評価委員会」という。 
7 独立行政法人会計基準研究会『独立行政法人に対する会計監査人の監査に係る報告書』（平成 13 年３月７日

公表，同研究会及び財政制度等審議会財政制度分科会法制・公会計部会公企業会計小委員会の共同ワーキング・

チームにより平成 15 年７月４日改訂）。 
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及ぼすことから、会計監査人は独立行政法人の内部統制に重大なる関心を持つこ

とが必要であるとともに、内部統制組織に改善すべき点がある場合には、適時か

つ積極的に改善に向けての指摘を行うことが望ましい」とされている。 
 
④ 最近の動き 

 「経済財政改革の基本方針 2007」等8

総務省の政策評価・独立行政法人評価委員会による横断的評価

を受けて、平成 19 年 12 月 24 日に閣議

決定された「独立行政法人整理合理化計画」では、独立行政法人の自律化に関す

る措置として、「各独立行政法人は、民間企業における内部統制報告制度の導入を

踏まえ、独立行政法人における役職員の職務執行の在り方をはじめとする内部統

制について、会計監査人等の指導を得つつ、向上を図るものとし、講じた措置に

ついて積極的に公表する」こと、「独立行政法人における監事の在り方を含めた内

部統制の在り方について、第三者の専門的知見も活用し、検討を行う」ことを求

めている。 
9

通則法関係では、平成 20 年４月に国会に提出された同法改正法案

においても、各

府省評価委員会に対する内部統制関係の共通意見として、「コンプライアンス体制

の整備についての評価はおおむね行われているが、今後は内部統制のために構築

した体制・仕組みの運用状況についての評価を行うことが望ましい」としている。 
10

                                            
8 行政減量・効率化有識者会議『独立行政法人整理合理化計画の策定に係る基本方針』（平成 19 年８月 10 日閣

議決定）、同『独立行政法人整理合理化計画の策定に係る指摘事項』（平成 19 年 11 月 27 日取りまとめ）。 
9 政策評価・独立行政法人評価委員会『独立行政法人の業務実績に関する二次評価結果』（平成 20 年 11 月 26
日公表）。同委員会が、各府省の独立行政法人評価委員会等から提出された独立行政法人 102 法人並びに日本司

法支援センター、国立大学法人 87 法人及び大学共同利用機関法人 4 法人等独立行政法人に準じて評価を行うこ

ととされている法人の平成 19 年度業務実績評価の結果について、府省横断的な視点から二次評価を実施した結

果を意見として通知するもの。 
10 独立行政法人通則法の一部を改正する法律案（平成 20 年４月 25 日国会提出）第 28 条第２項第２号関係。

平成 21 年３月現在継続審議中。詳細は、行政改革推進本部事務局ホームページを参照のこと。

http://www.gyoukaku.go.jp/news/h20/080425tuusokuhoukaisei/gaiyouponchi.pdf 

では、現在

主務省令に委ねられている業務方法書の記載事項を見直し、「役員（監事を除く。）

の職務の執行がこの法律、個別法又は他の法令に適合することを確保するための

体制その他独立行政法人の業務の適正を確保するための体制」（いわゆる内部統制

システム）の構築を義務付けており、今後、独立行政法人における内部統制の整

備状況について、より厳格に評価される方向性が想定されている。 
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－国立大学法人東北大学－

東北大学病院が発注した工事契約に係る内部統制等について(国立大学法人東北大学学長あて)

内部統制等が機能していないと認められる契約額（支出） ２３１０万円

1 東北大学病院手術室改修工事等の概要

東北大学病院(以下「病院」という。)は、外来診療棟5階眼科屈折矯正手術室間仕切その他改修工

事等3件の工事を同一の業者に発注し、18年11月から12月にかけて工事を施工している。本件につい

ては、19年8月に、本件工事は一つの工事であり入札に付するべきであったのに入札に付することな

く特定の業者に請け負わせて工事を行い、工事完成後に3つの随意契約に分けているなどの不適切な

事態があると報道された。

2 検査の結果

病院は、契約に当たっては、あらかじめ予定価格を設定したり、工事発注時に契約書を作成した

りしなければならないのに、これらの契約事務を行わずに、18年10月に口頭で一括して業者に発注

していた。そして、工事完了後の19年2月に、工事を3つに分けて少額随契として、予定価格を設定

したり、18年10月又は11月の日付の契約書を作成したりなどしていて、会計規程等に違反した契約

事務が行われていた。

このことから、病院の内部統制等の状況について検査したところ、以下の事態が見受けられた。

ア 病院における内部統制

(ｱ) 病院における統制環境

病院の経理担当部局においては、工事を行うに当たり専門的な医学の知識が必要となるな

どのため、教授等の意向を受け入れざるを得ない状況に陥りやすい統制環境下にあった。

(ｲ) 病院における内部牽制

経理課施設企画室が工事完了後に契約書を作成するなどしたことに対して、経理課内での

契約伺の決裁の過程で問題提起がなされておらず、内部牽制が十分機能していなかった。

(ｳ) 病院に対する本部施設部の内部牽制

病院が虚偽の契約書を工事完了後に作成していたのに、本部施設部は、契約書への押印時

にこれを看過するなどしていた。そして、同部においては、東北大学全体の工事契約を一元

的に把握、管理する体制となっておらず、一つの契約として自ら担当すべき契約を病院が三

100

『平成19年決算検査報告』～抜粋～ 
（会計検査法第 36 条の規定により意見を表示したもの）より

＜参考資料７＞ 


	（巻末）参考資料集


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




